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Summary

　Separat量on 　of 　three 　plant 　 exudates ，　Gu 【ns 　Arabic，　Tragacanth 　and 　Karaya ，　 and 　three 　 plant　 seed 　stert
’
e

polysaccharides ，　 of　Guar，　 Carob （Locust） a ロd　Tamarind 　 trees ，　 was 　 attempted 　by　 zo 賁 e −eleetropheresis 　 over

glass 動 er 　paper ．　 The 　effe α ive　 procedure 　 for　 qualitative 　 analysis 　 of τhem 　 was 　found 　 to　be　the　 uses 　of

solvent 　systems 　 Qf　sDdium 　hydroxide −borax　buffer （pH 　12） and 　pyridine
−acet 玉c　acid 　buffer （pll　4．1）、

　 Gas−iiquid　 chr 【）matography 　 of　 tl
・imethylsilyla．むed 　 methanolyzates 　 of　 these 　 samp 】es 　 was 　 also 　 carried 　 out

using 　5％ SE　 300n 　Chromosorb 　 G　 column ，　 and 　the　 results 　obtained 　 showed 　t〔｝ be　 available 　for　the 　ident’ifi−

cation 　of　each 　polysaccharide．

　植物 の 切 口 か ら分泌 され る 粘稠液 を乾燥 し．て 得 ら れ る い わ ゆ る植 物 ゴ ム の 中 で ，
ア ラ ビ ァ ゴ ム （Gum 　Arabic），ト

ラ ガ ン i・（Gum 　Tragacanth）．tsよび カ ラ ヤ ゴ ム （Gum 　Karaya）は ，粘稠剤，乳化剤 な ど の 用途 で 薬用 お よび食用

に 使わ れ る こ と が 多 く，植 物種予 の 貯蔵物質 で あ る Guar 　seed ．　Carob　seed （Locust　bean）お よび Tamarind　seed

の 多糖類 も，同様 の 用途 で食品，織物 また は 製紙工 業 に使 お れ て い る．

　 ア ラ ビ ア ゴ ム は マ メ 科 の Acasia　 senegal 　WILDENOW お よ び 同属数種 の 幹 お よび 枝 か ら得 られ る 分泌物 で ，西 ア フ

リカ お よび ナ イ ル 河 流域を 彦地 と す る． F ラ ガ ン ト もマ メ 科 の Astya8alus　gu
’
mmifer 　LABILLARDiERE お よ び 同属．

数種植物 の 幹か ら得 ら 2・1、る分泌物で，酉 ア ジ ア お よ び 東 南 ヨ
ー

ロ ッ パ が 産地 で あ る．カ ラ ヤ ゴ ム は べ ニ ノ キ 科 の

CochlosPe・rmaum 　gossypium 　D、　C．また は ア オ ギ リ科 の Sterculia　 tsrens 　ROXBURG か ら得 ら れ る 分泌物 で ，イ ン ド

お よ び イ ラ ソ に 産 出 す る．

　 3種の 樋物種子貯蔵物質 の 多糖類 は い ずれ もマ メ 科植物か ら得られ，Guar 　 seed は イ ソ ド西 部 と 西 パ キ ス タ ン に

産す る CyamoPsis　 tetrαgonoloba 　TAUB ．を，　 Carob 　 seed は 地中海沿岸地 方 に 産 す る Ceratonia　 siliqua 　 L．を ，

TamarLnd 　seed は イ ン ド原産 で 熱帯各地 1こ 産す る Tamarindt‘s　indiea　L．を，そ れぞれ原植物 とす る．

　 こ れ ら の 植物 ゴ ム お よび 粘質物 の 粉末の 外観 は よ く類似 して お り，化学的 鈩こ は い ず れ も多 糖類 で あ る の で 相 k
’
：の 鑑．

別 が問題 と な る．日本薬局方 で は ，ア ラ ビ ア ゴ ム に つ い て 水溶性 と希次酢酸鉛試液 に よ る沈殿反応 を，トラ ガ ン トと

カ ラ ヤ it
’t
ム に 対 し て デ ン プ ン 粒 の 有無 と塩酸 に よ る 呈色反応 を試験法 と し て 採用 し て い る が，各種 の 植物 ゴ ム お よ び

粘質物の 分析 法 と し て ，赤外線吸収 ス ペ ク 1・ル に よ る 方法
1鋤 ，加水分解後炉紙 ク vv ト グ ラ フ ィ

ーまた は 薄層 ク ロ

−

）

＊

−

）ド
）
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Location ； Shiba．鮃 館 ，　 Minato −ku，　 Tokyo ，

S．H ．　Newburger ，　 J，　H ．　Jones，　 G ．R ．　Clark，　 Proc．5ci．　 Sect’．　 Toilet　 Goods 　Assoc．，19，25 （1953） ［C 、ノ廴
？

47，　9040a　（1953）ユ．
J．A ．　McNulty．∫．．4ssoc．〔）；fiic．　 Asrr．　 Chemists，43，624 （／960＞［C．　A ．，54，25371　h （1960）］，

A ，T ．　Proszynski，　 A ．　J．　MicheU ，　 C．　M ．　Stewart，　 Aust．　 Com ．　 Sci．肋 4．1〜es．0　rgan ，　 Div．　 Fo＃ es‘．　 Pro 凰卜
Technol．　 Paper 　 No．38，19 （1965＞［C．メL　 64，8637g （1966）ユ．

（64 ）
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TABLE 　I．　 Relative 　Electrophoretic　Mobilities＊ of 　P1ant　Gums 　and 　 Mucilages　
over

　　　　　 Whatman 　Glass　Fiber　Paper （38 × 12cm ）

　　　　　　　　　　　
一
　 、。1。 ， nt 　l 　 　 I　 　 ，。1・ ・ nt 　2

Gum 　 Arabic

Gum 　Tragacanth

Gum 　 Karaya

Guar 　 mucilage

Carob （Locust） rnucilage

　 Tamarind　 mucilage

solvent 　l，　0．1N −NaOH

　 the 　center ．
solvent 　2，　 pyridine ；

GF 　81〔a ）

0．66＊＊，　　0．47，

10 ，81，　　　0．64，
10，42＊＊，　　0，16

0，76，　　　0．45 ，

0．30，　　　0．15＊＊

10．59　　　　0．38＊＊，
0 ，07

’

10・79
＊ ＊ ・

0．88＊＊，

0．56O

．35

GF 　83〔b〕

0．65＊＊ ，

0．69，
O．33＊ ＊ ，

0．55，
0．15，
0．73，
0．ユ210

．96＊ ＊ ，
0．31

［・… ＊＊・

0．340

．50，
0．190

．28，
0．02＊＊

0．39＊＊ ，

0．71，

0．36

GF 　81Cc）

11，691
．33，

0．63，

1．12，
0，04＊ ＊

0．61，
0．18，

10

．65＊＊
，

0．80

GF　83td〕
一．．

　
．
　
．一．−

　　 1
．

　 　 　 　 11 ．65

0・92判 1・53，
　 　 　 　 　 0，84，o0

．55，

0．37＊＊，
0．060

．43

1．60，
0．05 ＊ ＊

0．70，
0．26，

0．65＊＊，

0．90

1．／2＊＊，
01

．21，

0，47＊＊，
0．070

、47

　　　　　　　　　　　 ，0，025M ．N 、，
Bρ，

・10H
，
0 （1 ・ 1），　 pH 　12 ；190 ・ ・lt・2h ・・（Th … igin　was

　
at

　　　　　　　AIL　spots 　moved 　toward 　the　cathode ）．

　　　　　　　　　　 HOA 、 、 H 、
0 （8 ・18 ・ 474），

　pH 　4．1 ・38。 ・ ・1t，2h ・・（Th … igi・ w ・・ at 　
a
　
distance

　of
　13cm 　from 　the 　cathode ，　 All　spots 　moved 　toward 　the 　anode ）．

。 R 。ti。 。f　m 。 v ，m ， nt 。f　p 。ly、 acch 。・重d・ t・ m ・v ・m ・ nt ・f　gl・ … e・ Di・t… es 　m ・ v ・ d
　
by

　
D−gluc° se

　 were 　6．1cm 　on （a ），6．4cm 　on （b），4．9cm 　on （c ）and 〔d〕．

＊＊ shows 　 the 　 main 　 spot ．

マ トグ ラ ブ ィ
ー

を行 な う 方t
’X4

−s），鏡 検 法
9
，
10 ），セ ル ロ

ース ・
ア セ テ

ー
ト電気泳動法

11）な ど が報告さ れ て い る ，

適当 敏 持体 を 恥 て 緩鰊 中 蛾 鯲 せ た 舫 艶 諜 で 齟 して 覯 灘 調 べ る ゾー
ン 電気繭 は 済 働

纐 畍 醐 榔 も崛 され て ・・ b ・・−14・，支雛 と して 貯 紙撮 も多 帽 ・れ て い る が・融 性 の 検臑 薬鞭 用

で きず縄 。 ウ 鰕 試薬 の 覦 も嬬 され 易 くて ，　 ・・ eeff・）囃 の 肭 に 繭 当 で ・漁 著 者 は 徹 蠣 鋤 願

齢 析の 目的 に 融 の 他 に 評 ・カ ゲ 囀 層 鞠 よ び キ
ーぜ ル グ → レ薄層

16
版 躰 ・す る誠 膕 を行 な 一 甑

細 罐 の 勵 ゴ 廓 よ び 纈 伽 雕 分椰 ，ガ ・ ス 攤 紙 敏 離 ・ し ホ ウ 酸ナ 1’　v ウ 嚇 鎌 お よび ピ リジ ン

ー醗 緩鰍 を 用 い 縄 気 瀰 銀 顕 苫果を恢 ・ ・ と 讎 め た・ ガ ・ ・ 灘 紙簫 薦 は す で 緻 勸 囎 勦

分幽 ． 1［L，IJEされ
1・−191，そ 嘱 れ雌 質脚 嚇 ・て L ・ 7

・ ・　 TABLE ・1・ … 示ね う・・ 2 勧 ガ ラ ス 鎌 緲 効果 は 似 て い

。 が，　 tE対瀕 値 は 多少膕 す ・ か ら飾 ・嫩 す勧 が よ い 謎 1鯑 ・ ル カ ・飜 鹸 湿 し艫 気鬮 の 結果

は 洛 試料 、 も擁 驟 鋤 で 婦 ・ と 剛 らか で ある が，そ れ ぞ扮 主 ・ ポ ・ ・の 飃 は か な り異な る の で 趣 少

量 の 蹶 を齟 ・ て 相 、1：を 明驟 識男・1で き・ ．雌 し Gua ・ と C… b・X占質物貯 ス ポ ・ ト と（ai° ス ポ ・ ト釀 離

が 少 な い の で ，混合試料 中 で は 区別 は 困難 と な る、

。 。 。 。 ゴ 。 は D −9 、1、、・。・・，L−a ・abi ・・ s・，・ L−rha … se … よび D −91・ − n ・・ a ・id か ら成 ｝，
2聾1・雛 紛 熊 造

の

9
の

の

鋤

切

ゆ

m
吻

ゆ

瑚

衂

ゆ

恥

画

甥

鋤

E．Becker ，　M ．　Ed ， r，　Z．・L ，b、n ・m ．一ひ翩 ・u ・h．−F ・r・ch ・，　 104，・87 （・956） ［C・　A ・・51・1493h （1957：〕］・

）1・灘 ．瓢誰隣 農甑鑛 鵠   羅 賦
1

郡 羅 是欝
f

調 ・9・3）］・
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一
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B，A ．　Lewis ，　F ．　Smith ，　J．　Am ．　Chem ．　Soe．， 79，3929 （1957），
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ヒ
A

R

Ga

GU

A

F
　x Ga 　 GaU

　　 5　　　　　　　 10

Fi9．1−1．　 Gum 　Arabic

mLn 　 5　　　　　　　 10・　　　 min

Fig．　1−2．　 Gum 　Tragacanth

min　 　 5　　　 　　　　 10

Fig，1−3．　Gum　 Kat’aya

　 5　 　 　 　 　 　 　 10　 　 　 Mill

Fig．1−4．　 Guar　Mucilage

M 　Ga

AX

GaG

　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　10　　　　　　min 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　10　　　　　m 且n

　　　　 Fig．1−5．　Carob　Muci｝age 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Fig．1−6．　Tamarind　Muci】age

　　 　 　　 　 　　 　 　 ｛Locust｝

Fig．1．　 Gus −Chromatogram 　of 　TMS ．Derivatives　of 　M　 ethanelyzates 　of 　Plant　Gums 　and 　Mucllages

　（Abbreviations   f　TMS 　Methyl 　GlycQsides）
A ： L −arabinose ，　 X ：D −xylose ，　 R ： レ rhamnose ，　 F ：1．−fucose，　 G ： D ．．gl，ucose ，　 Ga ； D −galactose、

M ： D−mannose ，　GU ： D−glucuronic 　 acid ，　GaU ： D −・galacturonic　 acid

が 推定 さ れ て い る が
2u
，ア ル カ リ液中で の 電気泳動 で 2 種の 多櫨類 の 混合物 と 認 め られ た

1e ♪． ト ラ ガ ン トは L−ara −

binose と D −・galactese か ら成 る 4・r性多糖類 と，　 D −xy ！os ¢，　L−fuco＄e お よび D −galacturonic 　acid か ら威 る 分枝構造

．の 醐生多糖類 の 混合物 で あ る と さ れ て い たが 鋤 ，1・−arabinOse ，　 D ．−galactose，　D −・xyioSe お よ び L−rhamnOSe か ら 成

2ユ：）　］）．M ，W ．　Anderson，
　 E．　Hirst

， ∫．　F．　Stoddart，ノ．　 Chem ．　 Soc．，1966，（C）ユ959．

．22）　S．P ．　James，　 F．　Smith，ノ．　Clhem．　Soc．，1945，　739，746，749．

（66 ）
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TABLE 　IL　Rete頗 on 　 Volume　 of 　TMS 　 Methy ⊥GIycosides　of　Sじandard 　Monosacchar ．ides　Relative

　　　　　　　 to　TMS 　 Methy 墨 cu−D −Glucopyranose

　 L−arabinose 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 O，29＊

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0，33

　 L−rhamnose 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 O．24

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0、32＊

、一．．　 ．一一一 一一一　　　　　　　　　　一　　．　 ＿．．一　．一　 ．　　　　 一．一一　I

　L−fucose　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．34　　　．

D 二
。 y 量。9』

．一一 一．
　 　

．．广吊 ．广
0．41

． ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o．44・　 ！
tTt．　　　　　tt−　 　　 −−　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

D ．mannose 　　　　　　　　　　　　　　　 O．70 　　 「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 「

　
＊ shows 　 the　 main 　 peak

D −ga 三acto ＄e 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．69

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0、80ホ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 0，89

D −glucose 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1，00
　　T　　　　　　　　　@．@　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　@　@．　　T　　　　　−　　　@一　　　　　、　　　@　　一　　　　「　　　　　7　　　『　　　　　　　　　　　　　　　@　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　@　　　　　　@　　　　　　H　f　@　　　−　　　@ 　　　罰　　　一　　　　　　　　　‘　　　　一　
　 　

　　　　　　　　．　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　 − D

ga ！ acturonic 　 acid 　 　 　　　　

　 　 　 　 　 　 O ． 53 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　

　　　　　　 0 ，60 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0 ．93＊
D − glucuronic 　 acid 　 　 　　　　　

　

　 　　　　 O ．63 　 　　 　　　　　　　
　　　　　　 　 　 　

1
． 06 ＊

一 る 分
枝
櫞
造の中性多糖 類など の分離

も 報告され23）， 少

の グ リ ’ 」 シ ド 2t ｝
とデンプン2’1］も混在する．　 C ． 6 ”OSSYpiUM に よるカ ラヤゴ ムはD − galactose ，　L − rhampose およびD ・−

】 acturQnic 　 acid か ら 戒 り 25 ），痕跡量のD − tagatose も あ る，S ．　urensによ る カラヤゴム はD ．galactose ， 　 L − rhamnose ，

D − gaiacturonic 　 acid およびD − glucuronic 　 acid か ら成る 分枝構造で あるz6 ）．　Guar 粘質物

D − mannose から成る主鎖にD − galactose が 結 合する分 枝 構 造で 構 成 糖量 比は2 ： 1で ある 27 ・ 28 ！ ． Carob 　 se

粘質物は Guar のそれ に 似 た galac 左 omannan が 主 体をな し
ているが，　D − galactose 　 1 に 対 し D − manno

約 5
の量 比 で 存 在す る29 ， se 〕． しか しな が らア ル カリ 液 中 で の 電

気泳動の結 果によ れ ば， Guar もCarob 　 seed も粘質物は 均質 な

糖 類ではない 19 ｝
．　Tamarind 粘 質 物の 構成 裾

モル比はD − glucose：D − xylosc：D − 9alact 。 se （3 ： 2 ： 1 ）
で31｝

　 D − glucose 　 2 とD ・ − xylose 　 1 で主鎖を構成する 分枝 構 造で あ る 32 ｝ ． 　こ の よ う な 各

糖類 の 構 成 糖 の 種 類 と 量 比 の 相 違は ，加水 分解後 炉紙 ま た は 薄 層 ク P マ ト グ
ラ

フ ィ ー を 行なう
より も メタ ノ リ シス 後

リメ チル シ リ ル（TMS ）化 し て ガス ク ロマ トグ ラ 7 イ ー を 行 なえ ぱ 一 一 層 明確 にあらわ す ことがで きる と考 え

れ，各試料 に っいて所期 の 結 果 を得 て同定 に 利用し 得 る こと を認めた，数種 の
固定 相 液 体 を検 討 し たが

温分 析 で は SE 　 30 使 用 で よ い 結果 が 得ら れ た ので ， 　 Fig ． 　 l 　 l ， c ク ロマト グラムを示す． 　このクμマ bグラムに関係のある構
成

糖 類の TMS 化メチル グ リコ シドのTMS − met

l − af − D − glucopyranoside ・ に 対 する糟 対深持容量をTABLE　 II に示す． 　3 種 の種子 粘

物か らは 文献既知 の 構 成 単 糖 類 以外をこ いずれ もL − arabin

e が検出され， 共存多

類の構
成糖

と 考え ら れ る が ，そ の 座 質の 解 明は 今後の 研究 にまたねば な ら な い ． 実 　 　 験　 　 の　 　部 　

料＊？：アラビ ア ゴ ム は ス ー ダ ンよ り 生で 輸入 ，製粉 した 白色粉末，トラガン トはイラ ン よ り生 で輪入 ，製 粉した 灰

色粉末，カラヤゴ ムはイ ン ド よ り 生 で 輸入 ， 製粉 した白色 粉 末，Guar粘 質物はイ ン ド より輪 入 し た 微 黄 灰色 の ・
粉 末， C

ob 粘質物 はイタ リ アより 輸 入 した微黄白色の粉末， 　Tamar 三
nd 粘 質 物 は グ リ v イ ド 2A ＊3 を使 用 し た ・ 　電気

勦 ：試 料 にユ00 借 の 0 ． 05N − NaOH を加えて 混 和， アラピ ァゴムとカ ラヤゴム は溶 解， トラ ガ ント とGuar 粘

物 は混濁液 となるが沈殿を生 ぜず ， Carol ）および Tamar 三nd 粘 質 物は 沈殿 を生じたの で上清 を検 液 と した ． Whatma

@GF
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ま

た

は

GF

　

（

38

×

12cm

）

を

緩

爾

に

手

早

く

浸

し

，

同

大

の
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m．　 S

、， 75 ， 2617 （ 1953 ）． 輸 入 お よび製粉 業 者 は三 栄
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の ち 水平 の 枠に 保持 して通電後，solvent 　1 使用 の 場合 は 中央部 （両：匝液面か ら各 19cm ） に ，　 selvent 　2 使用 の 場

合 は 中央部 か ら陰極側 に 6cm の 位置 に ，検液約 1μ1 を ス ポ ッ ト し．冷却 し た 密閉器中で 190　volt （solvent 　1）ま

た は 38G　 volt 　 ／／s｛｝lvent　2） で 2hr 泳動．

　検出 ： 熱風乾燥 して 溶媒除去後，P一ア ニ シ
．
ジ ン

ー
硫酸試薬

18）を噴霧 し，90〜100°

に 数分間加熱 し て 黄〜褐色 ス ポ ッ

ト と して 検出．酸性多糖類 の 順物 ゴ ム は ， トル イ ジ γ ブ ル
ー一

試難
31

に よ る メ タ ク P マ ジー
で も検出 で ぎ，中性多糖類

と区別 で きる ．

　 メ タ ノ リシ ス ： 試料 10m9 に 1％ HC1 含有 メ タ ノ
ー

ル 1ml を混和 し，封管中 100
冂

で 4hr 加熱，　 Amberlite

IR　 4　B （OH ） を用 い て 中和 し溶媒を 減圧 留去．

　 ト リメ チ ル シ リル 化 ： メ タ ノ リ シ ス 後得られ た乾燥物 を ピ リ ジ ン 1ml に 溶解，　 hexamethyldisil ？．zane 　O．2ml お

よ び trimethylchlorosilane 　O．1ml を加え振 り混ぜ ． 60〜70°に 1〜2min 加温後 10min 放 槻 し， ク Tn 　v ホ ル ム

3ml 　
／
・
；
−s よ び 水 3ml を 加 え振 り混ぜ ，1，000〜1，500r．P ．m ．で 1〜2min 遠心 し上 層 を 捨 て ，溶媒を減圧留去，真空

乾燥後 ク PP ホ ル ム 0．2ml に 溶解，こ の 液 1111を ガ ス ク ロ マ 〉グ ラ フ ィ
ー

に 使用，

　ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー ： 口立 ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ F6D を使用，キ ャ リャ

ーガ ス は N2，流速 20ml ！min ，使用

カ ラ ム は 径 3mm ，長 さ ユm の ス テ ン レ ス U 字管，5％ SE　300n 　Chromesorb　G （80〜1DO　mesh ），180°．
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